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いのちより大切なもの

司祭　井口　諭

《恵みに生かされて》

　

　
生
き
て
い
る
の
が
　
嬉
し
か
っ

た
」
、
紫
の
お
だ
ま
き
と
重
な
っ
て
い

ま
す
。「
冬
が
あ
り
夏
が
あ
り
　
昼
と

夜
が
あ
り
　
晴
れ
た
日
と
　
雨
の
日

が
あ
っ
て
　
ひ
と
つ
の
花
が
咲
く
よ

う
に
　
悲
し
み
も
　
苦
し
み
も
あ
っ

て
　
私
が
私
に
な
っ
て
ゆ
く
」
、
サ
フ

ラ
ン
の
絵
と
一
緒
で
す
。
　

　
誰
も
が
、
い
の
ち
が
一
番
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
は
そ
の
時
、
生
き

る
の
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

い
の
ち
よ
り
大
切
な
も
の
を
見
出
し
た

時
、
生
き
る
こ
と
が
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
誰
も

が
、
悲
し
み
や
苦
し
み
か
ら
は
遠
ざ
か
り
た

い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
あ
っ
て
、

私
が
私
に
な
っ
て
ゆ
く
と
星
野
さ
ん
は
信
じ

て
い
る
の
で
す
。　（

神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）

　
念
願
の
美
術
館
に
、
先
日
や
っ

と
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ

た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
に
乗
り
、
村
営

バ
ス
に
揺
ら
れ
、
自
然
の
真
っ
只

中
に
星
野
富
弘
村
立
美
術
館
が
あ

り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
が
星
野
さ
ん
の
詩
画
に

出
会
っ
た
の
は
も
う
20
年
前
に
な

り
ま
す
。
星
野
さ
ん
は
、
約
40
年

前
の
20
代
前
半
に
中
学
体
育
教
師

と
し
て
模
範
演
技
中
に
大
怪
我
を

さ
れ
首
か
ら
下
が
麻
痺
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
数
年
後
、
絵
筆
を
口
に
く
わ
え
て

絵
を
描
く
こ
と
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ

リ
ス
ト
者
の
お
連
れ
合
い
と
出
会
い
、
信
仰

と
も
出
会
い
ま
し
た
。

 

　「
い
の
ち
が
一
番
大
切
だ
と
　
思
っ
て
い
た

こ
ろ
　
生
き
る
の
が
　
苦
し
か
っ
た
　
い
の

ち
よ
り
大
切
な
も
の
が
　
あ
る
と
知
っ
た
日
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◆
教
区
墓
地
礼
拝

◇
11
月
１
日(

諸
聖
徒
日
・
水)

八
柱
霊
園
　
10
時
　
　
神
﨑
司
祭

染
井
墓
地
　
11
時
　
　
下
条
司
祭

谷
中
墓
地
　
14
時
　
　
笹
森
司
祭

青
山
墓
地
　
14
時
　
　
大
畑
司
祭

雑
司
が
谷
墓
地 

14
時 
河
野
司
祭

八
王
子
・
東
京
・
南
多
摩
霊
園

　
　
　
　
　
14
時
　
　
田
光
司
祭

◇
11
月
２
日
（
木
）

小
平
霊
園
　
10
時
半
　
井
口
司
祭

春
秋
苑    

10
時
半 

佐
々
木
庸
司
祭

多
磨
霊
園
　
14
時
　
　
田
光
司
祭

＊
聖
職
名
＝
主
任
司
祭

＊
集
合
場
所
＝
葉
書
判
案
内
書
参
照
ま

た
は
教
区
事
務
所
宛
に
照
会

＊
小
平
墓
地
＝
五
三
三
人
の
名
前
が
刻

ま
れ
た
墓
誌
が
完
成
、
当
日
、
祝
福

＊
多
摩
教
会
Ｇ
主
催
上
川
霊
園
墓
地
礼

２２（日）聖霊降臨後第２０主日

主教巡回

    聖ルカ礼拝堂

２４（火）銀座朝祷会

多摩Ｇ牧師協議会

２７（金）教役者会

信仰と生活委員会

２９（日）聖霊降臨後第２１主日

主教巡回　

    聖オルバン教会　

３１（火）教区企画室

礼拝音楽委員会

１１月

　１（水）教区墓地礼拝（別掲）

エルサレム教区

    協働委員会

　２（木）教区墓地礼拝（別掲）

拝
（
１
日
11
時
・
前
田
司
祭
）
＝
埋

葬
関
係
者
の
ご
参
加
希
望
（
霊
園
入

口
の
緑
葉
会
館
集
合
）

　
▽
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
in
神
楽
坂
」

　
11
月
11
日
（
土
）
14
時
半
、
聖

バ
ル
ナ
バ
教
会
。
入
場
料
五
百
円

（
全
自
由
席
・
お
茶
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

菓
子
付
）
。
照
会
・
チ
ケ
ッ
ト
は
同

事
務
局
宛
に
、
電
話
03
（
３
４
３

２
）
６
４
４
９
。

　
▽
ぶ
ど
う
の
い
え
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
落
語
会
「
ぶ
ど
う
寄
席
」

　
11
月
10
日
（
金
）
18
時
半
、
東
京

聖
テ
モ
テ
教
会
。
出
演
＝
古
今
亭
圓

菊
師
匠
、
晴
留
家
志
ん
ぷ
師
匠
他
。

木
戸
銭
二
千
五
百
円
・
前
売
二
千

円
。
照
会
・
チ
ケ
ッ
ト
＝
ぶ
ど
う
の

い
え
・
電
話
03
（
３
８
１
８
）
３
３

６
２
、
ま
た
は
会
場
教
会
宛
。

 今週・来 週 の予 定

１０月２２日～１１月４日

（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）
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常
置
委
員
会
報
告
（
10
月
10
日
）

＊
日
本
聖
公
会
聖
歌
集
と
主
日
の
み

こ
と
ば
に
つ
い
て
の
主
教
会
書
簡
、

降
臨
節
前
主
日
名
の
読
み
替
え
、
米

国
聖
公
会
総
裁
主
教
就
任
式
に
首
座

主
教
代
理
で
出
席
等
、
主
教
報
告
。

＊
教
区
会
館
・
牧
師
館
・
主
教
邸
（
含

管
区
セ
ン
タ
ー
工
事
負
担
）
の
修
繕

及
び
予
備
費
の
計
上
、
９
月
収
支
と

第
３
四
半
期
、
信
生
委
と
正
平
協
合

同
委
員
会
な
ど
の
各
主
事
報
告
。

＊
聖
職
養
成
委
員
会
提
案
の
内
規
に

つ
き
財
政
委
員
会
の
答
申
を
受
け
一

部
変
更
。
主
教
裁
量
で
支
給
す
る
方

向
で
予
算
計
上
し
継
続
協
議
。

＊
八
王
子
幼
稚
園
園
則
変
更
了
解
。

＊
幼
稚
園
委
員
会
か
ら
上
申
さ
れ
た

社
会
保
険
労
務
士
顧
問
委
嘱
に
つ
い

て
協
議
、
更
に
検
討
を
促
す
。

＊
そ
の
他

　
▽
聖
マ
ル
コ
教
会
緊
急
講
演

会
　
　「
ど
う
な
る
日
本
、
ど
う
な
る

暮
ら
し
　
安
倍
新
内
閣
の
政
策
課

題
」＝
講
師
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
藤

田
太
寅
さ
ん（
三
光
教
会
・
現
関
西
学

院
大
学
大
学
院
客
員
教
授
）。10
月
29

日
（
日
）
13
時
半
、
聴
講
無
料
。
電

話
０
４
２
（
３
６
１
）
７
６
８
０
。

　
▽
Ｍ
Ｊ
Ｍ
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
）東

京
・
出
版
記
念
講
演
会
　
　『
森
泉

弘
次
訳
＝
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
伝
』
の
06

年
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
受
賞
を
記

念
し
て
「
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
つ
い
て

～
時
代
と
人
間
像
」。講
師
＝
前
記
翻

訳
者
（
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
名

誉
教
授
）
。10
月
26
日(
木)

10
時
半
～

12
時
半
、
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所

３
階
。参
加
費
五
百
円
。照
会
電
話
＝

03
（
３
３
９
４
）
４
３
４
４
。

《
今
、こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
小
笠
原
聖
ジ
ョ
ー
ジ
教
会

　
当
教
会
の
設
立
時
、
教
会
委
員
三

名
の
名
義
で
土
地
が
登
記
さ
れ
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。今
回
、教
区
名

義
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
先
代
委
員
の
土
地
相
続
人
は
多

人
数
で
、
法
的
手
続
に
時
間
を
要
し

ま
す
。
一
致
し
て
賛
同
で
き
る
よ
う

相
続
人
の
代
表
か
ら
出
さ
れ
た
要
望

を
も
と
に
、教
区
に
、今
後
も
教
会
の

牧
会
活
動
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
、
教

会
が
小
笠
原
諸
島
で
唯
一
の
キ
リ
ス

ト
教
教
会
と
し
て
一
世
紀
余
の
歴
史

を
持
ち
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
る
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
、強
く
要
請
し
ま
し
た
。神
さ
ま
の

御
心
に
か
な
う
名
義
変
更
が
出
来
ま

す
よ
う
に
、
心
か
ら
願
い
祈
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　（
瀬
堀
光
江
）
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
24

　 

初
の
聖
公
会
女
性
会
議

　
今
夏
、
日
本
聖
公
会
第
一
回
女
性

会
議
が
箱
根
で
開
か
れ
、
全
教
区
か

ら
男
女
百
人
近
く
が
参
加
し
た
。
平

和
と
平
等
の
実
現
へ
向
け
た
教
会
や

社
会
に
あ
っ
て
、
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
願
い
が
話
し
合
わ
れ
、
最
終
日

に
は
参
加
者「
呼
び
掛
け
文
」の
形
で

発
表
、ま
た
広
く
発
信
さ
れ
た
。テ
ー

マ
の
通
り「
新
し
い
扉
を
開
く
」連
帯

集
会
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
東
京
教
区
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
関
係

者
多
数
が
出
席
。
そ
の
中
で
正
義
と

平
和
協
議
会
運
営
委
員
会
推
挙
に
よ

り
一
般
参
加
し
た
４
人
の
方
々
に
、

ひ
と
こ
と
感
想
を
う
か
が
っ
た
。
参

加
し
た
日
数
や
分
科
会
は
そ
れ
ぞ
れ

で
、
必
ず
し
も
同
見
地
で
の
感
想
で

は
な
い
の
だ
が
…
。(

敬
称
略)

　
神
崎
和
子
執
事
　
分
科
会
で
は
女

性
の
視
点
で
聖
書
を
読
む
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
。
聖
書
は
一
握
り

の
男
性
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
き
た
が

そ
れ
を
女
性
の
見
方
か
ら
問
い
な
お

す
こ
と
。
す
る
と
今
ま
で
聖
書
の
中

で
「
悪
女
」
と
さ
れ
て
き
た
女
性
を

本
当
に
「
悪
女
」
と
し
て
片
付
け
て

よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
思
い
至
る
。

そ
し
て
そ
の
問
い
は
、
新
し
い
地
平

へ
と
私
た
ち
を
導
く
こ
と
に
。

　
関
　
ノ
リ
子
　
ス
タ
ッ
フ
や
担
当

者
の
詳
細
な
準
備
が
あ
っ
て
の
充
実

し
た
四
日
間
で
あ
っ
た
。
発
表
・
話

合
い
の
中
で
多
く
の
課
題
に
気
づ
か

さ
れ
た
。
私
た
ち
の
周
囲
や
世
界
で

抑
圧
さ
れ
差
別
さ
れ
て
い
る
人
々
の

立
場
に
立
っ
て
痛
み
を
共
感
で
き
る

よ
う
に
と
。
平
和
へ
の
祈
り
の
中
で

の
連
帯
、
そ
し
て
み
ん
な
の
真
剣
な

取
り
組
み
に
希
望
を
抱
い
た
。

　
藤
井
美
佐
子
　
子
ど
も
の
教
育
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
女
性
司
祭
の
実
現
に

伴
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
二
分
科
会
に

参
加
。「
理
想
と
す
る
想
い
」
と
、
教

会
や
生
活
の
中
で
の
「
現
実
の
想

い
・
意
識
」の
違
い
が
顕
著
に
表
れ
、

ど
の
よ
う
な
共
同
体
の
中
で
共
に
働

い
て
い
き
た
い
の
か
と
い
う
想
い
を

話
し
合
い
、
持
ち
続
け
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
思
っ
た
。

　
足
立
征
三
郎
　
礼
拝
参
与
に
あ
っ

て
は
男
女
の
境
は
感
じ
ら
れ
な
い
。環

境
問
題
は
性
差
別
云
々
で
は
な
く
人
間

と
し
て
の
問
題
。
男
女
の
境
な
く
、
共

に
協
力
し
合
っ
て
様
々
な
活
動
を
強
め

る
こ
と
が
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
男
女

が
一
緒
に
取
り
組
む
動
き
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
。


